
学校評価シート

東海市立上野中学校 ○ 教育目標 ・英気・剛健・協調

東海市名和町奥平戸２８ ○ 輝く学校づくり ・つながる・つなげる－未来を拓く上中生
052-603-1248 児童/生徒　４４２名

杉浦早智江 １６学級　（内　特支２） ○ 地域の特色 ・開校６８年を越える伝統があり，地域とのつながりを重んじる気質がある。
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全教職員で清掃や読書活
動に対する取組の指導を
継続していく。また，担
任は道徳や学級活動の時
間に，地域の一員として
の自覚を高めさせる講話
(挨拶等)を行っていく。

来年度も生徒のボラン
ティア活動が積極的に行
えるように声かけを行っ
ていく。参加するときの
心構えや態度について，
担当教員や担任から指導
助言をする。
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学校関係者評価
【実施日】平成２７年２月１

３日

来年度の改善策
（誰が何をどうする）

生徒のボランティア活動の参加
はとてもよいが，中には挨拶が
しっかりできない生徒もいた。
学校と地域が一体となって育て
ていくことが大切である。

生徒たちはおとなしく，落ち着
いた学校生活を送っている。さ
まざまな活動や取組の場面で，
よりいっそう特性をのばせてい
ける可能性をもっている。教師
は生徒たちに目標をもたせ，活
動を明確にして取組を継続して
いくことが大切である。

教師アンケート結果から，子ど
もの授業内容の理解度について
の割合が30％減少している点を
改善していく必要がある。減少
したと感じる子どもの様子の把
握と原因の追及，そして，対応
策を検討していってほしい。ま
た，道徳については，心に残る
授業を進めていくために，豊か
な表情で行うこと，授業内容を
工夫することに心がけていって
ほしい。

生徒たちの希望や夢を大切にし
て，キャリア教育の推進を行っ
てほしい。教師自身の取り組む
意識や指導力が減少した結果と
なったのは，年度当初の目標や
活動方針の押さえが不十分で
あったからである。職員全体が
共通理解のもと推進してほし
い。学校の様子については，日
頃から，保護者や地域への情報
提供を今以上に効果的に行って
いくことが必要である。

全職員がキャリア教育を
はじめ，さまざまな教育
活動について，年度当初
の職員会議で共通理解の
徹底を図る。また，随
時，活動状況を把握し，
全職員で方針の確認と協
議を行い，取組の改善を
図っていく。
活動の様子について，
ホームページや通信を充
実させて情報提供を行っ
ていく。

教務主任と現職教育主任
を中心に，授業のねらい
の明確化，まとめの段階
での振り返り，生徒の実
態の見取り方等，教師の
力量向上のための研修を
企画する。また，研究授
業実践を継続し，お互い
に協議する中で授業力の
向上を図っていく。
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結果の分析

「四つの心」に関するアンケート実施
生徒への質問：４，１５，１６，１９
教師への質問：２２，２３
保護者への質問：１０
地域住民への質問：６

「四つの心（掃除，
挨拶，走る，読
書）」を核に，さわ
やかで逞しい生徒の
育成を目指す。

「わかる・できる」
授業「学ぶことが楽
しい」授業の実現に
努める。

（評価　Ａ）さわやかでたくま
しい生徒になろうとしている生
徒の割合は昨年より若干向上し
ている。また，読書活動の取組
や挨拶の心がけも 2％向上し，
清掃活動については，教師の指
導の向上とともに生徒の取組が
16％向上している結果である。

授業に関するアンケート実施
生徒への質問：５～１０，２６～４５
教師への質問：９，１０，１６～１８
保護者への質問：８

評　価　方　法
（アンケート項目）

（評価　Ｂ）授業の内容がわか
ると答えた生徒が，昨年度より
若干向上したものの，わからな
いときに質問しにくいと答えて
いる生徒は昨年同様に約45％い
る。また，道徳の授業内容が心
に残っていない生徒も，昨年同
様に約40％いる。教師では，生
徒が考えをまとめたり発表した
りする授業を行っている割合が
11％増加したが，わかりやすい
板書への取組は 7％減少，ま
た，授業改善の取組も15％減少
という結果である。

課題と対応策

今後も，地域行事や学校行
事の協力体制を維持しなが
ら，相互に充実感を得られ
る取組を継続していく。職
員の保護者や地域に対する
挨拶，応対についての指導
助言を繰り返すとともに，
地域行事への協力，参観も
促していく。

中期
目標

今年度の目標

「つながる・つなげ
る－未来を拓く上中
生－」をテーマに輝
く学校づくり事業を
推進する。

「つながる・つなげる－未来を拓く上
中生－」に関するアンケート実施
生徒への質問：２４
教師への質問：２１，２４
保護者への質問：９

（評価　Ｂ）昨年度からの取組
の継続により，将来の希望や夢
をもつ生徒の割合が 3％向上し
ている。しかし，キャリア教育
や輝く学校づくり事業の推進に
対しての取組が不十分と考えて
いる教員が20％いる。また，保
護者が輝く学校づくり事業につ
いて理解できていない割合が，
昨年度と同様に30％を越えてい
る結果である。

わかる授業，楽しい授業を
目指し，板書の書き方の力
量を向上させるとともに，
授業のまとめの段階で振り
返りを行う時間を確保して
いく必要がある。そのとき
に，質問を受けることは可
能となる。教科部会を中心
に授業方法の改善策を検討
していく。また，道徳の時
間の授業力も向上させてい
くことが必要であることか
ら，研究授業や研究協議の
機会を増やしていく。

生徒は日頃から挨拶するこ
とを心がけているが，地域
の中では十分に行われてい
ない。地域ボランティア活
動の参加をより促すととも
に，地域から支えられてい
ることや守られていること
の話をし，事前指導で助言
を繰り返して意識を向上さ
せていく。

キャリア教育や輝く学校づ
くりの活動について，共通
理解のもと推進していくこ
とが課題である。また，保
護者，地域の方々への活動
の様子の伝え方も課題であ
る。活動の様子をホーム
ページや学校からの通信な
どで今まで以上に発信して
いくとともに，学校と家
庭，地域とのつながりを深
めていく。

地域や保護者ととも
に歩み，開かれた学
校の創造を目指す。

ボランティア・学校行事協力に関する
アンケート実施
保護者への質問：１９，２０
地域住民への質問：２，９，１０

（評価　Ｂ）学校公開等に積極
的に参加をすると答える保護者
は，昨年度と同様に80％を越え
ている。また，中学校は地域行
事に協力的と答える地域の方々
は昨年度以上で 100％となって
いる。しかし，地域の方々の結
果から，中学校の教職員の応対
の良さについては，昨年度より
13％減少している結果となって
いる。


